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京
浜
急
行
の
南
太
田
駅

の
す
ぐ
北
側
に
ホ
ー
ム
か

ら
は
見
え
な
い
が
、
常
照

寺
と
云
う
大
き
な
寺
が
あ

る
。開

港
で
発
展
著
し
い
横

浜
に
一
八
六
八
年(

明
治

元
年)

に
千
葉
の
日
蓮
宗

中
山
法
華
経
寺
の
末
寺
と

し
て
建
て
ら
れ
た
。
曹
洞

宗
大
本
山
総
持
寺
も
明
治

に
能
登
半
島
か
ら
横
浜
に

移
転
し
て
い
る
。

江
戸
時
代
大
奥
に
祀
ら

れ
て
い
た
と
い
う
鬼
子
母

神
像
を
祀
る
。
そ
れ
で

｢

南
太
田
の
鬼
子
母
神｣

と

も
云
わ
れ
る
。

お
寺
か
ら
約
十
階
分
の

階
段
を
登
る
と
、
日
蓮
聖

人
の
銅
像
の
傍
に
着
く
。

港
の
方
面
ま
で
見
渡
せ
る
。

そ
の
少
し
手
前
に
鐘
撞

堂
が
あ
る
。
銅
葺
き
の
大

き
な
屋
根
が
美
し
い
。

一
九
三
五
年｢

横
浜
貿

易
新
報｣(

現
神
奈
川
新
聞)

の
読
者
投
票
で
県
下
名
勝

史
蹟
四
十
五
佳
選
に
選
ば

れ
た
。

常

照
寺

の
鐘
撞

堂
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横
浜
市
南
区
南
太
田
一
丁
目

二
〇
二
二
年
十
月

円
安
は
留
ま
る
と
こ
ろ

を
知
り
ま
せ
ん
ね
。

10
月
25
日
に
外
国
で
は

一
時１

ド
ル
１
５
０
円
に
。

投
機
筋
は
為
替
市
場
で

円
や
ド
ル
を
変
則
的
に
売

買
し
て
、
為
替
レ
ー
ト
を

変
動
さ
せ
儲
け
る
こ
と
を

狙
う
。
そ
れ
を
阻
止
す
る

の
が
為
替
介
入
だ
。

し
か
し
、
現
在
の
為
替

介
入
の
効
果
は
一
時
的
だ
。

何
故
な
ら
今
の
円
安
が

投
機
に
よ
る
一
時
的
な
物

で
は
な
い
か
ら
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
・
・
・

日
本
は
超
低
金
利
政
策
。

低
利
の
資
金
が
国
内
の
設

備
投
資
に
向
か
え
ば
、
仕

事
も
増
え
、
物
も
売
れ
、

経
済
が
回
る
。

と
こ
ろ
が
外
国
に
投
資

し
て
得
る
配
当
等
は
税
制

上
優
遇
さ
れ
る
か
ら
、
低

金
利
で
得
た
資
金
は
外
国

に
投
資
さ
れ
た
。
だ
か
ら

欧
米
の
よ
う
な
景
気
過
熱

は
起
き
な
い
。
賃
金
も
上

が
ら
な
い
か
ら
大
会
社
の

内
部
留
保
は
増
え
、
約
五

百
兆
円
に
。
配
当
で
大
金

持
ち
は
益
々
金
持
ち
に
。

欧
米
は
低
金
利
時
代
の

資
金
は
国
内
に
投
資
。
そ

れ
で
景
気
は
過
熱
、
賃
金

も
上
が
っ
た
。
そ
れ
を
抑

え
る
為
、
金
融
引
き
締
め

で
金
利
を
上
げ
て
い
る
。

当
然
、
高
金
利
を
狙
い
、

資
金
は
円
か
ら
ド
ル
、
ユ
ー

ロ
に
流
れ
る
。
そ
こ
で
ド

ル
、
ユ
ー
ロ
が
高
く
な
り

円
安
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

円
安
を
止
め
る
に
は

こ
れ
ま
で
の
説
明
で
お

分
か
り
だ
ろ
う
。
国
内
の

設
備
投
資
を
増
や
し
、
国

内
の
仕
事
を
増
や
し
、
物

が
作
ら
れ
、
売
ら
れ
、
経

済
が
回
る
よ
う
に
す
る
事

が
対
策
だ
。

配
当
等
へ
の
税
制
優
遇

を
止
め
、
総
合
課
税
一
本

に
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
？

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

円 安 を 変 え る 処 方 箋 は ？


